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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
ATMEL社とは無関係であること
を御承知ください。しおりのはじ
めにでの内容にご注意ください。

AVR1926 : XMEGA-B1 Xplain開始の手引き

1. 序説
ATMEL AVR XMEGA®-B1 Xplain評価ｷｯﾄはATMELのATxmega128B1ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価
するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

このｷｯﾄは正しい方法でXMEGA周辺機能の使用を開始し、それら自身の設計でXMEGAﾃﾞﾊﾞ
ｲｽを統合する方法の理解をATMELのAVR XMEGA使用者に許す特徴の範囲を提供します。
この開始の手引きはXMEGA-B1 Xplain評価ｷｯﾄを用いて開始するのに必要な全ての基本的
な段階を軽く片付けます。

要点
■ USBｹｰﾌﾞﾙと予め書き込まれたﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞだけでの容易な再ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
■ PDIに基づくﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ/ｴﾐｭﾚｰﾄでの容易なｺｰﾄﾞ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
■ ATMEL® AVR® STK®600、ATMEL AVR JTAGICE3、ATMEL AVR JRAGICE mkⅡ、
 ATMEL AVR ONE!とで使用可能

図1-1. XMEGA-B1 Xplain評価ｷｯﾄ

2. 始めるのに何が必要?
予め書き込まれたｺｰﾄﾞを走行し得るには、ATMEL AVR XMEGA-B1 Xplain評価ｷｯﾄと基板を
PCに接続するための(USB.orgに従った標準A-ﾐﾆB)USBｹｰﾌﾞﾙが必要です。

例のｺｰﾄﾞの変更または新しいｺｰﾄﾞを書いてそれをｺﾝﾊﾟｲﾙするには、ｺｰﾄﾞの編集とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのた
めのATMEL AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用ﾂｰﾙﾁｪｰﾝと統合開発環境(IDE:Integrated Development 
Environment)が必要です。ATMEL AVR Studio® 5で、ATMELはIDEとATMEL AVR GNUﾂｰﾙ
ﾁｪｰﾝを提供します。IAR Embedded Workbench®のようなその他のIDEとﾂｰﾙﾁｪｰﾝも利用可能
です。

実行時にｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞも望むなら、ATMEL AVR JTAGICE3、ATMEL AVR JTAGICE mkⅡ
またはATMEL AVR ONE!のようなﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが必要です。これらのﾂｰﾙのより多くの情報はATME 
Lのｳｪﾌﾞｻｲﾄから利用可能です。より多くの詳細については本資料の後ろの参照章をご覧くだ
さい。

2.1. XMEGA-B1 Xplain用資料

AVR1912:XMEGA-B1 Xplainﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き一括は回路図、部品表、組立図、3D図
とその他諸々のようなｷｯﾄについての詳細な情報全てを含みます。この一括は次のATMELｳｪ
ﾌﾞｻｲﾄから入手可能です。

 www.atmel.com/xplained

http://www.atmel.com/dyn/products/devices.asp?category_id=163&family_id=607&subfamily_id=1965&source=left_nav
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=17212
http://www.atmel.com/xplained
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2.2. ATMEL AVRｿﾌﾄｳｪｱ枠組み

AVR Studio 5に総合されるAVRｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:AVR Software Framework)は専門家によって書かれて最適化され、数千の製品
設計で検査された製品直前のｿｰｽ ｺｰﾄﾞの集合です。これらの周辺機能ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、通信ｽﾀｯｸ、応用特有のﾗｲﾌﾞﾗﾘの使用は企画を完
成するための素早く楽な方法です。ASFは全てのATMEL AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに渡る標準応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(API)の組を使用
します。それらはあなたの応用ｺｰﾄﾞをAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの全範囲に渡ってさえ容易に移植することを保証し、あなたの応用ｺｰﾄﾞを
ﾁｯﾌﾟ周辺機能と通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽをｲﾝﾀｰﾌｪｰｽする方法を単純化します。

2.3. ATMEL AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用IDE

2.3.1. AVR Studio 5

AVR Studio 5は全てのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに関して応用を開発するための無料のIDEです。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの支援だけ
でなく進化したｴﾃﾞｨﾀも提供します。

ATMEL AVR Studio 5 (無料のATMEL IDE)
www.atmel.com/avrstudio

2.3.2. ATMEL AVR用Embedded Workbench

IARTM Embedded Workbenchはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理ﾂｰﾙとｴﾃﾞｨﾀを持つ統合開発環境です。

ATMEL AVR用IAR Embedded Workbench
http://www.iar.com/website1/1.0.1.0/107/1/

2.4. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞから応用を構築するために、ｱｾﾝﾌﾞﾗ、ｺﾝﾊﾟｲﾗ、ﾘﾝｶのような必要なﾂｰﾙを含むﾂｰﾙﾁｪｰﾝが必要とされます。このｷｯﾄ用の
ｺｰﾄﾞはATMEL AVR GNUとIAR AVRのﾂｰﾙﾁｪｰﾝに適合します。

2.4.1. AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ2

ATMEL AVR Studio 5に統合されているのがATMEL AVRｱｾﾝﾌﾞﾗです。このｱｾﾝﾌﾞﾗは命令ﾆｰﾓﾆｯｸ、ﾗﾍﾞﾙ、擬似命令を含むｿｰｽ 
ﾌｧｲﾙで動きます。これは固定のｺｰﾄﾞ配置を生成し、その結果としてﾘﾝｸが全く不要です。

2.4.2. AVR GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ

ATMEL AVR Studio 5に統合されているのがAVR GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ拡張です。これはAVR応用開発に関するC/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗ、ｱｾﾝﾌﾞﾗ
とﾘﾝｶのような必要なﾂｰﾙ全てを含みます。

AVR GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ (無料のC/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗ)
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=2725

2.4.3. IAR AVRﾂｰﾙﾁｪｰﾝ

これはAVR応用開発に関するC/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗ、ｱｾﾝﾌﾞﾗとﾘﾝｶのような必要なﾂｰﾙ全てを含む商用ﾂｰﾙﾁｪｰﾝです。4K(ｺｰﾄﾞ量制限さ
れた)始動版だけでなく30日評価版もIARのｳｪﾌﾞｻｲﾄから入手可能です。

ATMEL AVR用IAR Embedded Workbench
http://www.iar.com/website1/1.0.1.0/107/1/

2.5. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞは応用がﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞなしでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞされる、またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ支援が必要とされる時のどちらかの時に必要とされま
す。ATMEL AVR Xplainｷｯﾄで直接的に使用することができる多くの各種ﾂｰﾙが利用可能です。最も一般的なﾂｰﾙが以下の項で記
述されます。

AVR Studio 5は以下の書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの全てを管理します。

2.5.1. AVR JTAGICE3

ATMEL AVR JTAGICE3はATMEL AVR XMEGA-B1 Xplainｷｯﾄを含むｷｯﾄとATMELの8ﾋﾞｯﾄと32ﾋﾞｯﾄのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使用することができる中位のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾂｰﾙです。

AVR JTAGICE3 (ﾁｯﾌﾟ上ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのﾂｰﾙ)
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=17213

2.5.2. AVR JTAGICE mkⅡ

ATMEL AVR JTAGICE mkⅡはATMEL AVR XMEGA-B1 Xplainｷｯﾄを含むｷｯﾄとATMELの8ﾋﾞｯﾄと32ﾋﾞｯﾄのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使用することができる中位のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾂｰﾙです。

AVR JTAGICE mkⅡ (ﾁｯﾌﾟ上ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのﾂｰﾙ)
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3353

http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=2725
http://www.atmel.com/avrstudio
http://www.iar.com/website1/1.0.1.0/107/1/
http://www.iar.com/website1/1.0.1.0/107/1/
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=17213&category_id=163&family_id=607&subfamily_id=2138
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3353
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2.5.3. AVR ONE!

ATMEL AVR ONE!はATMEL AVR XMEGA-B1 Xplainｷｯﾄを含むｷｯﾄとATMELの8ﾋﾞｯﾄと32ﾋﾞｯﾄのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使用することができる最上位のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾂｰﾙです。

AVR ONE! (ﾁｯﾌﾟ上ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのﾂｰﾙ)
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4279

2.6. FLIP

ATMEL FLIP(Flexible In-system Programmer)は使用者にATMELのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを実装のままでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞして形態設定をさせ
る柔軟なPC応用です。これはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ内に予め書かれたﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを用いる直列に基づくISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨです。それ
は"応用ﾌﾗｯｼｭ領域"への16進ﾌｧｲﾙ書き込みや保護ﾋﾞｯﾄの設定を使用者に許します。

FLIPは外部ﾂｰﾙとしてATMEL AVR Studio 5から起動することができます。

FLIPは以下からの無料ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞで利用可能です。
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3886

3. 基板概要
図3-1.は基板上で利用可能な機能を示します。ATMEL XMEGA-B1 Xplainﾊｰﾄﾞｳｪｱのより多くの詳細な情報については、ATMEL
の「AVR1912:XMEGA-B1 Xplainﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き」応用記述を見てください。

図3-1. XMEGA-B1 Xplainｷｯﾄの概要

J1ﾍｯﾀﾞ

電源LED

PDIﾍｯﾀﾞ USBｺﾈｸﾀ J3ﾍｯﾀﾞ

電力測定ﾍｯﾀﾞ

光感知器

DataFlash用ﾊﾟﾀｰﾝ

外部電圧入力

ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

温度感知器

QTouch®

容量性感知器

4×40LCD硝子

J2ﾍｯﾀﾞ
可変抵抗器電圧

使用者LED×4 J4ﾍｯﾀﾞ

4. 基板接続

4.1. 電源

基板とPC間にUSBｹｰﾌﾞﾙを、またはｷｯﾄに給電するためにUSB電源を接続してください。これが必要なもの全てです。電力が印加さ
れると、電力/状態LEDが緑に点灯します。

警告: 装着されたUSBｺﾈｸﾀ傍の装着されたｼﾞｬﾝﾊﾟまたは電流計なしで基板に給電しないでください。さもなければ、入出力ﾋﾟﾝを通
して電力が供給されることによってﾃﾞﾊﾞｲｽが損傷されるかもしれません。電力測定ﾍｯﾀﾞは図3-1.で示されるように、USBｺﾈｸﾀ
の傍に配置されます。

http://atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3886
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4279
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図4-1. XMEGA-B1 Xplain基板へのAVR JTAGICE3接続

4.2. AVR JTAGICE3接続

ATMEL AVR XMEGA-B1 Xplain基板に接続する時に
ATMEL AVR JTAGICE3探針で暗い青色のPDIｱﾀﾞﾌﾟﾀ
(ref.A080735)が使用されなければなりません。接続がど
うされるべきかを見るには図4-1.を見てください。

4.3. AVR JTAGICE mkⅡ接続

ATMEL AVR XMEGA-B1 Xplain基板に接続す
る時にATMEL AVR JTAGICE mkⅡ探針で灰色
のｺﾈｸﾀが使用されなければなりません。この接
続をどうするかの参照については図4-2.をご覧く
ださい。

図4-2. XMEGA-B1 Xplain基板へのAVR JTAGICE mkⅡ接続
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4.4. AVR ONE!接続

独立ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 番号3 JTAG/ISP ref.A08-0254。AT 
MEL AVR XMEGA-B1 Xplain基板に接続する
時に図4-3.で示されるようにATMEL AVR ONE!
探針で緑色の独立ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 番号3(ref. A08-0254)
が使用されなければなりません。

図4-4. XMEGA-B1 Xplain基板へのATMEL AVR ONE!ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

5. ｷｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
ATMEL AVR XMEGA-B1 Xplainｷｯﾄでは予め書き込まれたDFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞと応用ｿﾌﾄｳｪｱの両方が提供されます。

あなた自身の応用をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには以下の2つの方法が提案されます。

1. ATMEL AVR Studio 5とATMEL AVRﾂｰﾙ経由でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
2. DFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ経由でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

5.1. AVR Studioﾂｰﾙ経由でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

AVR Studio 5を開始してください。"Tools"ﾒﾆｭｰで"AVR Programming"を選択してください。
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あなたのﾂｰﾙ(例:ATMEL AVR JTAGICE mkⅡ)、ﾃﾞﾊﾞｲｽとしてATMEL ATxmega128B1、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてPDIを選択し、その後に
"Apply"を押してください。あなたのﾌｧｲﾙを入力してその後に"Program"を押してください。

警告: ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞがﾃﾞﾊﾞｲｽ内に書かれていれば(既定形態設定)、あなたの応用を書くこの方法はそれ(ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ)を消去します。あな
たの応用を書く前に、必要ならばﾋｭｰｽﾞ設定が調べられて変更されなければならず、特に"BOOTRST"ﾋｭｰｽﾞは"応用
(APPLICATION)"に設定されなければなりません。

5.2. DFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ経由でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ方法は応用とﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞの共存を許します。

予め書かれたDFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞはﾁｯﾌﾟ上のﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの"ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾗｯｼｭ領域"に配置され、それはUSB通信規約を管理し、主にﾁｯ
ﾌﾟ上のﾒﾓﾘ(ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ/EEPROM)への読み書き操作を実行します。

ATMEL AVR XMEGA-B1 Xplain基板上のﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを開始するには2つの方法が利用可能です。

・ 電力が印加される時にATMEL ATxmega128B1の"応用ﾌﾗｯｼｭ領域"が空白の場合、自動的に
・ 電力が印加される時にJ1の6番ﾋﾟﾝがGNDに短絡されている場合、強制的に

図5-1. USB DFUﾌﾞｰﾄ手順

電源ON

外部ﾋﾟﾝの状態 ?

応用領域空 ?

USB DFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ実行 応用領域実行

VCCまたはHi-Z

GND NOYES

5.2.1. 事前必要条件

ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするためにFLIPをｲﾝｽﾄｰﾙしたﾌｫﾙﾀﾞ下で見つかるDFUﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用のFlipが必要です。

最新版(ver. ≧3.4.3)のｲﾝｽﾄｰﾙが必要です。

5.2.2. 段階的手順

・ Flipを開始してください。これはﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟの"ｽﾀｰﾄ" ﾒ
ﾆｭｰを通して、"全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ"⇒～⇒"Flip 3.4.3"で
行うことができます。

・ 'ﾁｯﾌﾟ'ｱｲｺﾝで利用可能なﾃﾞﾊﾞｲｽ選択一覧から"ATxm 
ega128B1"を選択してください。

・ ("USBｹｰﾌﾞﾙ"ｱｲｺﾝで利用可能な)通信媒体として"US 
B"を選択してください。
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・ 目的対象へ接続するUSBﾎﾟｰﾄを開いてください。

・ 設定(書き込む)16進ﾌｧｲﾙを選択してください。

注: ATMEL AVR XMEGA-B1 Xplain実演16進ﾌｧｲﾙは「AVR1619:XMEGA-B1 Xplain実演」応用記述で入手可能です。

・ '消去(Erase)'、'空検査(Blank Check)'、'書き込み(Program)'、'確認(Verify)'操作ﾁｪｯｸ ﾎﾞｯｸｽを選択してください。
そして'実行(Run)'釦を押してください。
ﾌﾗｯｼｭが成功裏に書かれて確認されたことをｳｨﾝﾄﾞｳの下側領域で確認を得るべきしょう。
'応用開始(Start Application)'釦を押してください。

・ 応用が動く(例:LCDでのようこそﾒｯｾｰｼﾞ)ことを検査してください。

5.2.3. ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ復元

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞが消去されてしまった時は、先に言及したAVRﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
ﾂｰﾙのどれかで復元することができます。

ATMEL ATxmega128B1 DFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ16進ﾌｧｲﾙは「AVR1916:AVR 
ATxmega USB DFUﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ」応用記述で入手可能です。

注: ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ領域は保護されており、外部書き込み器でだけ消去す
ることができます。

図5-2. ATxmega128B1ﾋｭｰｽﾞ形態設定
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図5-3. ATMEL ATxmega128B1ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

注: ﾌﾗｯｼｭが成功裏に書かれて確認されたことをｳｨﾝﾄﾞｳの下側領域で確認を得るべきしょう。

6. 応用例
様々な例がAVR Studio 5で含まれるASFで利用可能です。

http://www.atmel.com/microsite/avr_studio_5/default.asp?category_id=163&family_id=607

各例は素早い開始を得るための資料と共に完全なｿｰｽ ｺｰﾄﾞを持ちます。例は(AVR Studio 5に含まれる)GCCまたはIARのｺﾝﾊﾟｲﾗ
のどちらを使用することによってもｺﾝﾊﾟｲﾙすることができます。

6.1. 予め書き込まれた応用ﾌｧｰﾑｳｪｱ

ATMEL AVR XMEGA-B1 Xplainｷｯﾄ上のATMEL ATxmega128B1ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗはUSBﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞと実演ﾌｧｰﾑｳｪｱで予め書かれて
います。

実演ﾌｧｰﾑｳｪｱはUSB標準HIDｸﾗｽ実装に基づいてUSBﾎｽﾄ応用とXMEGA-B1 Xplain実演ｷｯﾄ間での通信を実行するUSB HID実演
応用を提供します。それはADC変換の実行とLCD表示の動作も行います。

「AVR1916:XMEGA-B1 Xplain実演」応用記述

6.2. より多くのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ例と解説用例

ATMEL ATxmega128B1の更なる説明についてはﾃﾞﾊﾞｲｽに対して適用可能な応用記述をご覧ください。ATMEL AVR XMEGA AとB
の系列に対してASF部で利用可能な多数のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ例とﾄﾞﾗｲﾊﾞもあります。

ATxmega128B1ﾃﾞﾊﾞｲｽを熟知するための基本的な練習については、ATMEL応用記述のAVR1500～AVR1510が良い開始点です。
これらの応用記述はATMELのｳｪﾌﾞｻｲﾄから入手可能です。

http://www.atmel.com/dyn/products/documents.asp?category_id=163&family_id=607&subfamily_id=1965

7. 参照
ATMEL AVR Xplained
http://www.atmel.com/products/AVR/xplain.asp?category_id=163&family_id=607

ATMEL AVR Studio 5
http://www.atmel.com/microsite/avr_studio_5/default.asp?category_id=163&family_id=607

7.1. IARｺﾝﾊﾟｲﾗ

これはATMEL AVR 8ﾋﾞｯﾄMCUに対して利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。4K(ｺｰﾄﾞ量制限された)始動版だけでなく30日評価版
もIARのｳｪﾌﾞｻｲﾄから入手可能です。

ATMEL AVR用IAR Embedded Workbench
http://www.iar.com/website1/1.0.1.0/107/1/

7.2. ATMEL AVRｿﾌﾄｳｪｱ枠組み

これはATMELのｳｪﾌﾞｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして無料使用で利用可能なﾄﾞﾗｲﾊﾞとｺｰﾄﾞの大きなﾗｲﾌﾞﾗﾘです。

AVRｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF)
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4192&source=redirect

http://www.atmel.com/microsite/avr_studio_5/default.asp?category_id=163&family_id=607
http://www.atmel.com/dyn/products/documents.asp?category_id=163&family_id=607&subfamily_id=1965
http://www.atmel.com/products/AVR/xplain.asp?category_id=163&family_id=607
http://www.atmel.com/microsite/avr_studio_5/default.asp?category_id=163&family_id=607
http://www.iar.com/website1/1.0.1.0/107/1/
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4192&source=redirect
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8. 評価基板/ｷｯﾄ重要通知
この評価基板/ｷｯﾄは工作、開発、実演を促進する、または評価目的だけの使用を意図されています。これは完成された製品ではな
く、(基板/ｷｯﾄに於いて他の方法で注記されるかもしれないのを除き、)ﾘｻｲｸﾙ(WEEE)、FCC、CE、またはULの電磁適合性に関連す
る制限や指令なしで完成製品へ応用できる、含めることの何かまたは何れかの技術的または法律上の必要条件に(未だ)適合しない
かもしれません。ATMELは販売者と更にその先の使用者単独の危険に於いて、全ての障害と共に何の保証もなく、"現状そのまま"
でこの基板/ｷｯﾄを供給しました。使用者は商品の適切で安全な取り扱いのために全ての義務と責任を負います。また使用者は商品
の使用や取り扱いから起こる全ての請求からATMELを保護します。製品の開放構造のため、静電放電と他のどんな技術的または法
的な利害関係に関して何れか若しくは全ての適切な予防処置を取るのは使用者の責任です。

上で述べる保障の範囲までを除き、使用者とATMELは間接、特別、付帯的、または必然的な損害に関して互いに責任がないでしょ
う。

そのようなATMELの製品やｻｰﾋﾞｽがあるかもしれない、または使用されることに於いて、どんな機械、処理、または組み合わせに関
連または網羅するATMELのどんな特許権や他の知的財産の下でも承諾は全く授けられません。

郵便住所: Atmel Corporation, 2325 Orchard Parkway, San Jose, CA 95131

Copyright © 2011, Atmel Corporation
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青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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